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蕾め989も電⑧9㊧あ（広波小学校入学式）
入学式のあと、クラスのきまった教室で、先生のお話をいっしょうけんめいききました。
新ししヽ教科書をもらい、自分の机に名前を暮し＼てもらいました。
帰りに玄関て∴ノ校長先生とならんでき己念写真をとりました。
なぜかわたしたちよりも、お母さんのほうがかっこいい一日でした。

＊　4　月、5

○軽　自　動

○固定資産税 吉矧納

税　金　＊

期　4月16日（水）一30日（水）

○国民健康保険税（1期）　納　期　5月16日（金）一31日（土）

町税の口座振替が福岡相互銀行でもできるようになりました。

詳しくは役場住民課町民税係におたずねください。



秒㊧㊨恭昌≪高音
昭和61年度の予算

一般会計36億201万4千円

遠賀町長　柴　田　貝　殻

妻≧ミ姦三寒
（単位：千円）さ

61年度予篇 �機成比 （％） �前年度比較 

自 主 財 源 �町　　　税 �1．010，648 �28、1 �＋112．185 分担金及び員・坦金 �53．720 �仁5 �÷1，037 

倭一層料及び手数料 �21，185 �0．6 �＋　1351 

財産収入 �69．345 �1．9 �＋　3290 

＄∴付∴金 �1 �－ �±　　　　0 

縄　入　金 �3．062 �01 �－1190 

綱∴趨∴金 �131．564 �3，7 �＋　39779 

膳　収　入 �169．4端 �47 �－237，487 士　0 

依 存 �地方譲与税 �35，000 �仁0 33．000 �0．9 �－　2．000 

自動専取得税交付金 �35，000 �0．9 �±　　　0 

地方交付税 �770．000 �21，4 �＋100．000 

財 源 � �1．800 �－ �－　　100 
日直支出金 �601．939 �16．7 �＋306139 

県支出金 �178．554 �5，0 �－61017 

町∴∴∴億 �487，700 �13．5 �＋16，900 

6億201万年千両 

歳　　入 

昭
和
六
十
一
年
度
一
年
間
の
遠
賀
町
の
施

策
を
織
り
込
ん
だ
予
算
が
、
三
月
の
定
例
議

会
で
成
立
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
予
算
は
、
一
般
合
計
三
十
六
億

二
百
一
万
四
千
円
で
、
前
年
に
比
べ
て
八
三

パ
ー
セ
ン
ト
の
伸
び
と
在
り
、
特
別
会
計
の
十

六
億
八
千
百
三
十
三
万
四
千
円
真
田
わ
せ
て
、

総
額
五
十
二
億
八
千
三
百
三
十
四
万
八
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

予
算
編
成
に
当
っ
て
は
、
前
年
度
同
様
厳

し
い
財
政
事
情
の
中
で
、
財
政
の
健
全
化
を

進
め
る
た
め
、
行
政
改
革
大
綱
に
沿
っ
て
、

事
務
、
藁
の
簡
素
合
理
化
を
図
り
、
「
最

小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
」
こ
と

を
基
本
に
、
極
力
経
常
収
支
の
節
減
を
図
る

と
と
も
に
、
三
カ
年
の
実
欝
画
を
筑
定
し
、

今
後
、
よ
り
一
層
計
画
的
を
行
政
運
営
を
推

進
す
る
た
め
、
限
り
あ
る
財
源
の
よ
り
効
率

的
を
配
分
に
努
め
ま
し
た
。

次
に
予
算
を
歳
入
、
歳
出
別
に
お
話
し
し

て
ゆ
き
ま
す
。

成
　
人

遠
賀
町
の
財
源
は
、
自
主
財
源
（
町
が
自

主
的
に
収
入
し
う
る
財
源
）
と
、
依
存
財
源

（
国
や
県
の
意
志
決
定
に
基
づ
く
財
源
）
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
歳
入
の
四
〇
・
五
パ
ー

セ
ン
ト
が
自
主
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

主
を
財
源
は
、
○
町
税
　
○
地
方
交
付
税

○
国
庫
支
出
金
　
○
県
支
出
金
　
○
諸
収
入

○
町
償
な
ど
で
す
。

越
　
出

歳
出
は
投
資
的
経
費
（
支
出
の
効
果
が
資

本
形
成
に
向
け
ら
れ
る
も
の
）
と
、
消
費
的

軽
質
（
後
年
に
形
を
残
さ
な
い
性
質
の
経
賛
）

と
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
年
度
の
予
算
で
す
が
、
馨
的

軽
質
は
歳
出
の
四
三
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る

十
五
億
四
千
九
百
九
十
五
万
円
を
投
入
し
、

失
業
対
策
事
業
や
農
業
関
係
事
業
、
道
路
、

河
川
、
公
園
擦
伯
、
住
宅
の
改
良
、
災
害
復

旧
事
業
、
文
化
福
祉
施
設
（
コ
ミ
ユ
一
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
関
係
）
、
体
育
施
設
整
備
を
ど
を

行
を
い
ま
す
。

次
に
目
的
別
で
は
、
○
機
会
賛
　
○
総
務

費
　
○
老
人
福
祉
、
保
育
園
児
の
措
誼
葦

乳
幼
児
医
雷
嚢
、
各
種
健
康
珍
重
、
検
診
、

予
防
接
種
を
ど
住
民
の
福
祉
の
向
上
、
健
康

対
策
を
ど
の
民
生
費
、
衛
生
費
　
○
失
業
者

一
一
一
…
一
－
（
三
…
－
三
三
一
三
三
三
三
…
三
三

の
雇
用
促
進
を
図
る
労
働
費
　
○
農
業
、
商

工
業
績
典
賛
　
○
道
路
、
河
川
の
改
良
、
維

霜
侮
、
住
宅
改
良
、
総
合
運
動
公
園
整
備

な
ど
の
土
木
費
　
○
町
民
の
生
命
と
財
産
保

全
の
た
め
の
消
防
費
　
○
教
育
振
興
、
動
労

生
産
学
習
や
社
会
教
育
、
体
育
施
設
の
維
持

整
備
な
ど
の
教
育
費
　
〇
品
門
サ
イ
ホ
ン
改

築
な
ど
の
災
害
復
旧
費
を
計
上
し
、
都
市
基

盤
整
備
は
も
と
よ
り
、
二
十
一
世
紀
を
展
望

し
、
地
方
の
時
代
の
実
現
を
図
る
た
め
、
寛

か
を
心
を
育
て
る
へ
つ
く
り
、
心
に
う
る
お

い
を
も
た
ら
す
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

と
を
推
進
し
て
ゆ
き
ま
す
。

以
上
が
予
算
の
大
綱
で
す
が
、
こ
れ
ら
事

梁
の
実
施
に
つ
い
て

意
計
画
を
進
め
て
お

る
こ
と
に
な
り
ま
す

に
隼
町
民
皆
様
の

し
ま
す
。



衛生 輩縞 ����2忘，擬 I 23，839 

欝その他 三言峯 ���ロ �l十馳線 譜 

＿ノ 諏小1㊥eQ 絵のみかた 歳出日的 ���は �1ミ 
348．310（21，609） 籠 ＋33，108 �　ヽ● 2．2 　－88・908 ／－／ 

総額：千円 掃籠 � �，S ��鐙銘 
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昭和61年度の役員が決まりました

（膳組数、世常数、人口赦I油粕61年3月末日親柱の数です）（空白は4月18日現在未定）－敬称略＿ 

松 ノ 本 �中 央 �広 遭 官 ��渡 広 渡 �旧 停 �新 町 �遠 賀 川 �木 守 �老 良 �東 和 苑 �浅 木 �東 町 �西 町 �芙 蓉 �虫 生 津 �若 菜 ム 口 �上 別 府 �A 古 賀 �別 千 代 丸 �府 別 府 �尾 崎 �鬼 浄 �若 松 �自 浄 �行 政 区 区 分 

15 �7 �2 ��15 �10 �27 �18 �15 �5 �20 �14 �7 �6 �5 �14 �2 �8 �6 �1 �17 �6 �11 �5 �4 �隣 組 

1セ �178 �49 ��柳 �117 �舗！ �001 �1臓 �74 �関1 �311 �152 �74 �102 �182 �32 �紛7 �1才 �47 �弧i �212 �1糾 �97 �34 �世 帯 

1．榔 �餅3 �1録 ��8楕 �紳1 �1，1乃 �915 �7腿 �2統 �1誰7 �1．019 �416 �200 �捌！ �5線 �137 �006 �414 �l備 �1．約5 �約1 �7繍 �3拒 �118 �人 口 

樋 口 清 �西 村 信 夫 �未 森 利 房 ���横 澤 ＝≡ 士 に1 �里 山 積 市 �西 村 松 太 郎 �高 崎 重 徳 �原 田 壁 面 �水 谷 友 彦 �松 本 義 己 �篠 田 幕 �石 田 金 久 �木 下 彰 夫 �純 手 進 �佐 藤 粕 �石 松 松 五 郎 �永 田 明 �和 田 共 生 ��高 山 国 光 �門 司 武 光 �然 昌 博 �矢 野 実 利 �区 長 

井 口 信 明 � �水 上 貞 士 に） ��区 長 兼 務 �区 長 兼 務 � �石 松 弘 道 �白 木 利 基 �区 長 兼 務 � �瓜 生 秋 夫 � � � �吉 野 を � �区 長 兼 務 �柴 田 智 隆 �花 田 次 男 �区 長 兼 務 �門 司 好 弘 �区 長 兼 務 �池 田 紀 樹 �区 長 兼 務 �生 産 姐 A 亡I 長 

八 尋 勇 �ゴビ I＝l 村 達 雄 �原 諌 善 ��古 楊 文 麿 �区 長 兼 務 �下 川 正 夫 �仮 屋 頓 挫 �小 川 文 彦 �高 崎 志 郎 �池 田 紀 元 �柳 井 博 幸 �白 石 信 �大 田 秋 雄 �村 上 正 晴 �月 末 浩 �二と 亡l 武 具 �桝 田 富 雄 �子 迫 信 雄 �永 田 安 男 �土奔 廉 利和 信博 �高 山 和 幸 �秦 虎 男 �惣 定 男 �矢 野 寿 美 椎 �公 民 館 長 

土 屋 冶 伸 �野 口 旦 嗣 �水 上 登 志 夫 ���原 田 正 武 �大 富 多 義 隆 �田 中 政 募 �入 江 昌 �高 崎 隣 人 �上 野 洋 次 郎 �岩 本 光 弘 � �越 水 英 則 �鹿 瀬 正 則 �殿 川 澄 男 �士 武 具 � �帝 勉 �原 口 智 信 �漬河 峰原 英英 昭幸 �松 井 政 人 �秦 義 之 �桝 添 泰 司 �安 永 多 富 男 �体 育 部 長 

太 田 和 夫 �西 村 小 百 A P �矢 野 事 ���香 月 道 産 �小 森 睦 夫 �牧 迫 健 �村 田 康 幸 �原 田 穂 別 �山 田 宏 生 �樋 口 己 �松 尾 早 苗 �岩 崎 英 俊 �桜 田 壁 �吉 野 伊 佐 男 �二と i：⊃ 武 妙 子 �石 松 秀 美 �武 谷 徹 � �渡 部 博 �族 生 長 篠 �秦 廣 実 �池 田 紀 樹 �大 楊 幸 子 �チ ビ 善 悪 会 

小 北 清 子 �遠 藤 辰 信 �原 田 善 人 ���山 本 運 �谷 口 文 夫 �舞 鶴 博 �住 田 東 �高 崎 日 新 �菊 池 遊 �芳 賀 和 夫 �乎 鳴 明 � �小 田 次 信 �毛 利 秀 済 �殿 畑 消 光 �桝 田 武 生 �柴 田 嘉 昭 �永 田 安 男 �森 和 博 � �詩 情 光 �小 野 光 公 �大 均 幸 子 �青 少 年 補 導 貝 

柴 田 治 美 �西 村 信 夫 �発雷 房善 江人 ���木 村 庸 夫 �下 Iii 力 ズ 子 �時 松 十 寸 江 �木 村 集 �原 田 壁 面 �秋 士 計 邑 �岩 村 武 男 �西 城 �石 田 ハ ツ 子 �毛 利 秀 済 ��筋石 田松 発会 世得 ��柴 田 I） キ �内山 田中 千 代一 子雄 ��門 司 替 �竹 森 保 �田 原 政 義 ��民 生 児 童 委 貝 

柴 田 彦 �木 村 � �重 広 勝 ��柴 田 玉 作 �下 川 正 夫 �千 住 廣 �桧 木 質 �石 井 松 螢 �石 井 栄 人 �芳 賀 和 夫 �樋 口 仁 廊 �太 田 秋 雄 �字 田 島 豊 �綿 手 勉 � �筋 田 徳 荘 �士 に1 日 散 華 �柳 野 金 蔵 �燃 本 居 �松 井 正 義 �太 田 倍 �葱 思 �矢 野 智 �実 ク ラ ーブ 貪 

春 田 初 子 � � �重 度 照 子 ��高 瀬 貞 子 �荒 牧 貞 子 �石 松 篤 子 �村 田 照 代 �添 田 て い 子 � �田 和 子 �平 鴫 美 佐 子 � �小 埜 律 子 �篠 田 ツ エ � � � � � �高 崎 ツ ネ 子 �仲 山 集 子 � �大 掲 郁 子 �婦 人 会 支 部 長 



彿隅小
範囲℡）5（

遠
賀
町
春
ま
つ
り

誓
善
子
ど
も
祭
り

込
ん
で
下
さ
い
。
な
お
、
募
集
要
項
や
申
込

書
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
の
方
は
老
人
ク
ラ

ブ
会
長
の
所
に
、
そ
れ
以
外
の
方
は
、
教
育

委
員
会
窓
口
に
準
備
し
て
い
ま
す
。

▽
開
設
者
遠
賀
・
中
間
地
区
老
人
大
学
諮

座
運
営
委
員
会

も
繕
諦
鋳
蕪
謹
鵠
琵
窪
等
対
象
蕾
郡
及
び
嵩
高
に
奮
す

で
、
み
な
さ
ん
多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
　
時
　
5
月
5
日
（
孟
供
の
日
）

1
0
時
～
1
5
時

▽
場
　
所
　
遠
賀
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

▽
主
　
催
　
「
子
と
も
祭
り
」
実
行
委
員
会

▽
内
　
容
。
午
前
　
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ

・
大
縄
跳
び
・
三
方
綱
引
き

・
午
後
　
コ
ー
ナ
ー
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
（
竹
細
工
、
た
こ
作
り

魚
つ
か
み
、
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
、

ロ
ー
プ
ク
ラ
フ
ト
、
パ
ネ
ル
シ

ア
タ
ー
、
電
話
コ
ー
ナ
ー
な
ど
）

軽
食
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
、
社
会
教
育
課
社
会
警
係
へ
ど

う
ぞ

野

　

草

　

教

　

室

昭
和
六
十
一
年
度
の
野
草
教
室
を
次
の
と

お
り
開
設
し
ま
す
。

▽
主
　
催
　
教
育
委
員
会

▽
期
　
間
　
昭
和
六
十
一
年
五
月
～
十
一
月

（
八
月
は
休
み
）
の
毎
月
第
二

と
第
四
金
曜
日
。
1
2
回
コ
ー
ス

▽
時
　
間
　
1
3
時
5
0
分
～
ュ
5
時
0
0
分

▽
場
所
中
央
公
民
館
や
野
外

▽
藁
人
員
　
的
名

▽
受
諾
科
無
料
（
材
料
代
、
交
通
費
は
個

人
の
負
担
で
す
）

▽
内
　
容

・
野
草
を
使
っ
て
の
調
理
実
習
、
学
習

・
野
外
で
の
野
草
採
集
と
学
習

▽
申
込
み
及
び
決
定

五
月
二
日
（
金
）
ま
で
に
教
育
春
風
会
（

2
9
3
－
1
3
5
5
）
へ
申
込
ん
で
下
さ

い
。
な
お
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
せ

ん
で
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
受
話
の
可
否

に
つ
い
て
は
申
込
者
に
連
絡
し
ま
す
。

る
六
十
歳
（
昭
和
六
十
一
年
五

月
二
十
二
日
現
在
）
以
上
の
者

▽
募
集
人
員
約
百
名
（
新
規
受
導
署
を
優

先
し
ま
す
の
で
、
申
込
み
の
状

況
に
よ
っ
て
は
、
お
断
り
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

▽
開
設
期
間
昭
和
六
十
一
年
五
月
～
来
年

三
月
ま
で
の
毎
月
2
回
（
第
二

・
第
四
木
曜
日
）

▽
内
　
容
　
の
教
養
コ
ー
ス
　
1
0
時
～
1
2
時

の
選
択
コ
ー
ス
　
ュ
3
時
～
工
5
時

⑧
逼
迫
コ
ー
ス
　
⑤
園
芸
コ
ー

ス
　
⑪
民
謡
コ
ー
ス
　
⑪
体
育

・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
コ
ー
ス

⑤
重
言
－
ス

▽
申
　
込
　
申
込
書
に
よ
り
四
月
三
十
日

（
水
）
ま
で
に
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
田
（
2
9
3
）
1
3
5

5
へ
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

▽
開
催
日
　
毎
週
金
曜
日
（
6
月
6
日
か
ら

行い
ま
す。）

▽
時
　
間
　
1
0
時
～
1
2
時

▽
場
　
所
第
一
武
道
場

（
中
央
公
民
館
撰
）

▽
会
費
　
月
　
二
千
円

▽
主
　
催
　
遠
賀
な
き
な
た
ク
ラ
ブ

▽
後
援
　
遠
賀
町
馨
委
員
会

▽
聞
合
先
　
遠
賀
町
教
育
委
員
会

▽
申
込
先
社
会
馨
諜
体
育
係

舘
（
2
9
3
）
1
3
5
5

マ
マ
さ
ん
テ
ニ
ス

（
初
心
者
）
教
室
開
催

独
身
女
怪
の
方
で
テ
ニ
ス
を
始
め
た
い
方

も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
開
催
日
　
毎
週
土
曜
日
（
5
月
m
日
よ

り
）
印
画
コ
ー
ス
、
雨
天
中
止

▽
時
　
間
　
ュ
4
時
～
ュ
6
時

▽
場
所
総
会
屋
動
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
会
　
費
　
五
千
円
（
m
国
分
）

▽
コ
ー
チ
　
L
i
野
国
俊
　
他

▽
主
　
催
　
遠
賀
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

▽
申
込
先
社
会
教
育
課
体
育
係

＄
（
2
9
3
）
1
3
5
5

教
室
終
了
後
テ
ニ
ス
を
続
け
ら
れ
る
方
は

遠
賀
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
に
入
会
く
だ
さ
い
。
初

心
者
の
馨
は
竃
を
も
っ
て
行
い
ま
す
。

◎
遠
賀
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

▽
練
習
白
　
土
隠
日
　
1
3
時
よ
り

日
、
祭
日
　
的
時
よ
り

▽
会
費
入
会
金
　
五
百
円

月
会
寅
　
五
百
円

昭
和
六
十
年
度
第
三
回

遠
賀
町
民
体
育
大
会
卓
球
（
団
体
）
競
技
の
結
果

な

き

な

た

教

室

昭
和
六
十
－
年
度

遠
賀
・
中
間
地
区

老
人
大
学
講
座
開
設

昭
和
六
十
一
年
度
の
老
人
大
学
請
座
が
開

設
さ
れ
ま
す
の
で
、
受
講
さ
れ
る
方
は
申
し

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
伝
続
あ
る
武
道
と
し

て
最
近
非
常
に
盛
ん
に
な
り
、
昭
和
五
十
八

年
に
は
国
体
種
目
と
な
り
ま
し
た
。
年
令
、

老
若
男
女
を
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
多
数
の
万

の
応
募
を
お
待
ち
し
ま
す
。

三
月
一
二
十
日
（
日
）
広
渡
小
体
書
館
で
卓

球
（
団
体
）
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
葉
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
　
浅
木
A
チ
ー
ム

田
中
聾
宇
谷
川
浩
司
・
谷
川
寛

2
位
若
松
A
チ
ー
ム

池
田
直
・
池
田
哲
也

◎
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
　
浅
木
チ
ー
ム

岩
本
ナ
セ
・
宮
本
享
子

2
位
　
若
松
チ
ー
ム

舛
添
雅
子
・
入
江
英
知
代

浅

木

チ

ー

ム
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革
を
取
る
松
の
棋
方
に
春
闘
の
角
芽
は
強
く

春
を
告
げ
お
り
　
　
　
　
大
場
ト
シ
ミ

広
報
二
十
五
日
号
、
「
い
い
つ
た
え
、
き

き
つ
た
え
」
の
さ
し
絵
で
お
な
じ
み
の
片
山

正
信
さ
ん
の
協
力
で
、
町
内
台
所
の
風
景
の

入
っ
た
版
画
ハ
カ
キ
が
で
き
ま
し
た
。

図
案
は
次
の
五
満
額
で
、
町
内
の
切
手
売

捌
人
組
合
員
の
お
店
（
ハ
カ
キ
や
切
手
を
売

っ
て
い
る
店
）
で
、
五
枚
一
組
三
百
円
で
簸

売
し
て
い
ま
す
。

ま
た
．
五
月
五
日
の
子
供
祭
り
の
会
場
で

も
簸
売
し
ま
す
。

利
益
金
の
一
部
は
遠
賀
町
社
会
福
祉
協
議

会
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
遠
賀
二
田
、
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
福
岡
県
六
団
な
ど
に
、
配
分
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

池
田
　
垂
利
　
運

露
う
ら
ら
よ
く
透
る
声
後
よ
り三

村
　
妙
子

牡
丹
の
芽
少
し
ほ
ぐ
れ
て
旅
に
出
る

末
永
キ
ミ
枝

明
日
旅
に
出
る
春
の
夜
の
襲
洗
ふ玉

野
　
信
諺

花
曇
ま
た
来
し
文
や
ま
だ
逢
は
す加

藤
　
栄
子

野
火
姐
ん
で
太
陽
ふ
か
き
誼
の
典柴

田
と
も
子

危
険
物
殿
扱
者
試
験

▽
試
験
日
　
6
月
ュ
5
日
（
白
）

▽
試
験
頚
　
乙
恐
（
第
「
二
、
三
、

類
）
、
丙
穂

▽
試
験
場
北
九
州
大
学

▽
受
　
付
　
遠
賀
郡
消
防
本
部

4
月
1
5
日
～
5
月
1
4
日

◎
準
備
講
習
会

▽
諸
富
日
　
6
月
6
日
（
金
）

▽
場
　
所
　
中
開
高
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

▽
受
　
付
　
4
月
⊥
5
日
～
6
月
5
日

詳
細
は
遠
賀
郡
消
防
本
部
予
防
係
へ

国
鉄
遠
賀
川
駅

千
代
丸
か
ら
南
山
を
望
む

題
早
　
春
　
河
中
　
聾
　
選

早
番
を
吹
く
風
い
ま
だ
冷
た
き
に
岸
辺
の
柳

は
早
や
芽
吹
書
初
む
　
　
　
広
田
マ
ツ
ヨ

咲
き
初
む
る
梅
に
寄
り
来
る
蜂
あ
り
て
か
そ

け
さ
翌
日
秦
と
聞
き
お
り
　
一
日
　
房
子

山
茶
花
の
紅
花
散
ら
し
て
飛
び
交
え
る
子
雀

お
り
き
如
月
の
庭
　
　
　
久
野
き
よ
の

春
の
雪
降
り
つ
も
る
今
日
シ
ド
一
丁
ゆ
新
婚

旅
行
の
絵
ハ
カ
キ
届
く
　
　
井
口
　
絹
子



第385号

昭和61年度所得制限限度額喪（予定）

児　宣　手　当

緯　例　蛤　付

囲閉館⑪僅）7（

〓
人
目
に
も
児
童
手
当

－
六
月
一
日
か
ら
制
度
改
正
－

児
轟
、
六
十
四
年
度
ま
で
に
段
階
的
に
改
正
さ
れ
ま
す
。
六
十
一
年
度

（
六
月
一
日
か
ら
来
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
）
で
は
、
一
大
目
の
子
ど
も
に
も
支
給
さ

れ
る
な
ど
次
の
と
お
り
で
す
。

香
　
典
　
返
　
し

次
の
方
々
か
ら
遠
賀
町
社
会
福
祉
悦
謹
会

に
こ
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

心
か
ら
故
人
の
こ
冥
福
を
お
祈
り
し
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

故
舛
添

故
石
本

牧
石
闘

技
種
田

サ
ヨ
様（

島
津
）
舛
添
正
徳
様

次
男
様（

ト
荊
府
）
石
本
美
佐
子
襟

五
唐
様創

二
㊤
石
田
彊
様

好
感
様（

新
　
町
）
中
村
　
五
文
様

受
拾
資
格

五
十
九
年
六
月
二
目
以
後
に
生
ま
れ
た
児

重
を
含
む
十
八
聾
蒲
の
児
童
室
一
人
以
上

養
育
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
は
、
彊
教
育

終
了
前
の
児
童
を
含
む
十
八
菓
満
の
児
童

を
三
人
以
」
養
育
し
て
い
る
こ
と
。

た
だ
し
、
前
年
の
収
入
が
一
定
の
額
以
上

の
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

支
結
語
（
月
額
）

。
二
人
目
の
二
葉
涌
（
六
十
一
年
六
月
一

日
現
在
）
の
子
と
も
・
…
・
二
千
五
百
円

・
三
人
自
以
降
の
義
務
教
育
終
了
前
の
子
と

も
・
・
…
五
千
円

申
し
込
み

五
月
一
日
（
木
）
か
ら
五
月
三
十
一
日
（

土
）
ま
で
。

故
二
村
　
晋
様（善

政
井
口
　
一
様（尾

教
練
　
国
籍（尾

故
三
島
ヤ
ス
様（恩

赦
小
西
　
ツ
ユ
様（法

敵
岩
橋
　
恒
冶
様（浅

松
）
二
村
ト
ミ
ヱ
様

幡
）
井
口
ッ
タ
エ
槙

峰
）
林
　
キ
ン
孟
簡

疇
）
三
島
文
言
桜

木
）
小
西
　
侃
横

木
）
岩
橋
　
秀
子
穣

野
犬
を
捕
獲
し
ま
す

最
近
、
野
犬
や
放
し
飼
い
の
犬
に
よ

る
被
害
が
絶
え
ま
せ
ん
。
こ
れ
以
上
被

害
が
出
る
の
を
防
ぐ
た
め
、
五
月
を
野

犬
捕
獲
月
間
と
し
、
放
し
飼
い
の
犬
に

つ
い
て
は
野
犬
と
見
な
し
、
町
内
一
円

で
捕
獲
し
ま
す
。

福
岡
県
警
察
官
募
集

▽
試
験
日
　
六
月
一
日
（
日
）

▽
受
付
　
五
月
十
四
日
（
水
）
ま
で

▽
聞
合
先
　
県
警
本
部
警
務
課
任
用
係

＄
0
9
2
（
6
2
2
）
0
1
0

0
ま
た
は
近
く
の
警
察
署
、
派

出
所
に
。

弓
　
道
　
教
　
室

▽
開
催
日
　
5
月
1
9
日
～
6
月
工
3
日
ま
で
の

月
曜
日
、
水
曜
日
、
金
曜
日

▽
時
　
間
　
1
9
時
～
2
1
時

▽
場
所
遠
賀
町
弓
道
場

▽
指
導
遠
賀
町
弓
道
淀
盟
有
段
者

▽
料
金
千
円
（
申
込
時
）

▽
申
込
締
切
日
　
5
月
1
5
日
（
木
）

▽
申
込
先
輩
客
員
会
社
会
教
育
課

＄
（
2
9
3
）
1
3
5
5

〃
－
…
．
1
i
．
．
．
．
I
I
…
．
1
－
…
．
1
－
…
．
－
－
…
．
1
－
．
．
．
．
I
I
…
．
1
－
…
．
1
－
…
．
1
1
…
．
J

M

ぁ

そ

び

に

き

て

く

だ

さ

い

…

“

－

…

－

I

I

…

I

I

．

…

－

I

…

－

－

．

”

．

i

I

”

．

．

．

1

－

…

I

I

”

…

1

－

”

…

I

1

．

．

．

i

I

．

…

m

I
海
の
中
道
海
浜
公
田
か
ら
　
－

五
月
の
海
浜
公
園
を
ご
案
内
し
ま
す
。

3
～
5
日
　
海
浜
公
園
フ
ェ
ア

く
わ
し
く
は
、
役
拐
福
祉
課
福
祉
係
へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

十
五
連
木
滴
公
園
入
園
料
無
料

探
鳥
会
（
バ
ー
ド
ウ
ィ
ー
ク
で

す
）
　
的
時
西
口
集
合

モ
デ
ル
撮
影
会
（
J
A
L
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
ガ
ー
ル
が
や
っ
て
き

ます）

公
園
入
園
料
無
料

2
5
日
　
　
種
物
に
親
し
む
会
（
園
内
の
帰

化
植
物
を
訪
ね
て
）

1
0
時
西
口
集
合

▽
問
合
せ
　
海
浜
公
園
企
画
係

禽
0
9
2
（
6
0
3
）
1
1
1

1



昌泰・　　　紗め、 

若松2365番地

舛添　留美ちゃん

鰭と婆さんの長女〉
昭和60年7月29日生

私の一番好きな草はお散歩と
お母さんの車の旗に乗って行く

お買物です。そしておじいちゃ

んと入るお風呂です。おじいち

ゃんは、留美とお風呂に入るの

広波1449番地の2

井上　貴聞くん

（巽佐亨さんの長男）
昭和60年7月31日生

僕、7ケ月でようやく寝返り
が出来るようになり、今ではハ

イハイもします。パパに似てる

のはいいん私ナビ、よく女の子

と間違われるんだ。でも髪の毛
切ったから、もう男の子だそ．／

）8（餌へ
の

…
四㊥庭

倦
厭
と
衛
蛙
の
ペ
∴
U
ジ

予

防

接

種

の

申

込

み

方

法

各
予
防
接
種
の
一
週
間
前
か
ら
前
日
ま
で

に
印
鑑
を
特
参
の
う
え
、
保
健
喬
壁
係
に
申

込
み
を
し
て
問
診
票
と
注
意
書
を
受
領
し
て

く
だ
さ
い
。
問
診
票
を
受
領
さ
れ
な
い
と
予

防
接
穂
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、

百
目
せ
き
、
破
復
風
）

▽
接
穂
日
　
1
月
n
日
金
）
　
済

5
月
8
日
（
木
）
　
二
回
日

6
月
4
日
（
水
）
　
三
回
目

6
月
2
7
日
（
金
）
　
四
回
目

▽
時
　
間
受
付
　
1
3
時
1
0
分
～
1
4
時

係
か
ら
お
昼
寝
か
ら
趣
き
た
ち
に
写
真
を
織
り
ま
し
た
。
本
当
は
も
っ
と
美

男
、
美
女
な
の
で
す
。

接
穂
　
ュ
3
時
5
0
分
～

▽
場
　
所
中
央
公
民
館

▽
対
象
者

・
第
一
期
　
生
後
独
～
餌
カ
月
児

・
第
二
期
第
一
期
終
了
後
、
1
2
～
1
8
カ
月

経
過
の
幼
児

▽
接
重
力
法

・
第
一
期
　
四
回
の
内
い
ず
れ
か
三
回
接
辞

・
第
二
割
　
四
回
の
内
い
ず
れ
か
一
回
接
種

▽
持
参
品
　
問
診
票
、
母
子
手
旗

生
後
4
8
カ
月
を
す
ぎ
た
幼
児
は
二
滴
混
合

（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風
）
で
実
施
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

ポ
　
リ
　
オ
生
　
ワ
　
ク

▽
接
穂
日
　
5
月
1
日
（
水
）

▽
時
　
間
受
付
　
ュ
3
時
m
分
～
1
4
時

授
与
　
ュ
3
時
5
0
分
～

▽
場
所
中
央
公
民
館

▽
対
象
者
生
後
3
ヵ
月
～
勧
カ
［
異
議
児

▽
按
壁
方
法
　
六
週
間
以
上
の
間
隔
を
お
い

て
二
回
投
与

▽
持
参
品
∴
母
子
手
帳
、
問
診
票

ポ
リ
オ
毀
与
を
受
け
た
場
合
、
5
月
8
日

の
三
謡
混
合
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

◎
期
　
日
　
5
月
1
日
（
水
）

▽
時
　
間
　
9
時
5
0
分
～
m
時
5
0
分

▽
場
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
生
後
1
ヵ
月
～
1
2
カ
月
児

▽
持
参
品
母
子
手
頓
、
バ
ス
タ
オ
ル

▽
内
容
　
体
重
、
身
長
等
測
定
、
離
乳
食

身

体

障

害

者

の

み

な

さ

ん

に

青
い
宣
郵
便
ハ
カ
キ
の

無
料
配
付

▽
対
象
壁
（
哉
以
上
で
、
身
体
陸
曹

安
睾
寝
一
級
お
よ
び
二
級
を

お
持
ち
の
方

▽
鷲
数
一
人
に
つ
き
二
十
枚

▽
申
込
先
郵
便
局
に
身
体
障
害
者
手
帳

を
持
参
の
上
申
し
出
て
下
さ

い。

▽
締
切
　
昭
和
6
1
年
5
月
3
1
日

詳
し
く
は
、
遠
賀
川
郵
便
局
　
＄
（
2

9
3
）
0
0
4
2
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

車
の
免
許
を
と
り
ま
せ
ん
か

▽
哲
格
　
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
た
満
十
八
歳
以
上
で
、
指
露

交
通
法
第
八
十
八
条
の
欠
格
寧

由
に
該
当
せ
ず
、
同
法
施
行
規

則
第
二
十
三
条
に
合
致
す
る
人

で
、
肢
体
不
自
由
、
晴
鸞
障
害

音
声
言
語
、
そ
し
ゃ
く
機
耀
障

害
者
（
忠
謹
罷
障
害
者
を
除

圏
▽
申
込
期
限
　
5
月
6
日
（
g

▽
必
要
な
も
の
　
身
体
障
害
霊
草
頓

▽
申
込
、
間
合
先
役
場
福
祉
係

鶉
科

5
月
ュ
4
日
（
水
）

9
時
5
0
分
～
m
時
5
0
分

役
場
保
健
室

生
後
3
ヵ
月
～
6
ヵ
月
児

母
子
手
帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

体
重
、
身
長
等
測
定
、
離
乳
食

等
指
導
、
小
児
ガ
ン
検
査
セ
ッ

ト
の
配
布

無
料

骨
i
旧
臓
I
U

▽
期
　
日
　
5
月
ェ
2
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
ュ
3
時
如
分
か
ら
1
5
時
5
0
分

▽
場
所
役
掲
保
健
室

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
持
参
晶
印
鑑
（
母
子
手
帳
受
領
者
）

▽
内
容
産
前
産
後
の
過
し
方
、
妊
婦
体

操
、
母
子
手
帳
交
付

▽
料
金
　
無
料



第385号（9）僅⑮西

5月のゴミ収鎮予定衰

医王署 �木片類、竹麺、木の葉、魚などの 
パック、残飯薫、断面、練磨、布 ざれなど 

月　曜　日 �島津、若松、鬼津、尾崎、千代丸 

と �広波、追宮、松ノ木、上別府、虫 

木　曜　日 �生活、若葉台、芙蓉、東町、西町 
老良 

火曜日 　と �別府、今古賀、遠賀川、新町、旧 
侍、中央、木守、連木、東和苑、 

金　曜　日 �広漠の一部、上別府の一部 

5月のし尿収集予定衰
条目 �大型車収集地区 �小型車収集地区 

l（木） �西町、浅木の一郎 �尾崎、若松、虫生法 上別府（花園） 

2（金） �東町 �広渡 

6（火） �虫生津（新屋敷を含む）、東町 �別府、木守 

7（水） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

8（木） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

9（金） �虫生活、木守 � 

14（水） � � 

16（金） �旧侍、鬼津、若松 � 

17（D �旧停 � 

9（月） �遠賀川 �鬼津 

（火） �遠賀川、新町 �別府、鬼津（小鳥掛）、千代 

1（水） �新町 �島津、老良、上別府 

2（木） �月2回収集家庭 �月2回収集家庭 

3（金） �綴皇筆端艶＿都） � 

（土⊃ �鬼津、若松、別府（高瀬） � 

6（月） �上別府、浅木、虫生津、別府 � 

7（火） �今古賀、尾崎 �鬼津、若松、松ノ本、道営 

（水） �尾崎 � 

（木） �上別府、木守、鬼津、若松、浅木 � 

0（金） �浅木 �老良 

31（土） �若葉台、道営、堂塔寺 �浅木、鬼津（小鳥掛）、島津 

更
　
年
　
期
　
障
　
害

新
居
田
中
産
婦
人
科
医
院
長
　
田
　
申
　
壮
　
介

更
年
期
と
は
成
熟
期
か
ら
老
年
期
へ
の
移

行
期
で
あ
る
。
年
令
に
し
て
四
十
五
才
～
五

十
五
才
で
あ
り
ま
す
。

身
体
的
に
も
心
理
的
に
も
大
き
な
変
化
を

来
た
し
、
様
々
な
病
気
に
か
か
っ
た
り
、
病

気
が
悪
化
し
た
り
す
る
の
で
人
生
の
一
つ
の

曲
り
角
と
も
言
え
ま
す
。

精
密
＝
更
年
期
障
害
の
特
有
の
も
の
と

し
て
は
、
の
ぼ
せ
、
心
悸
昂
進
、
発
汗
が
あ
り

ま
す
。
一
方
で
は
肩
こ
り
、
頭
痛
、
け
ん
怠

感
、
頭
痛
な
ど
を
含
む
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
激
し
い
症
状
に
も
か
か
わ
ら
ず
身

体
に
は
、
そ
れ
だ
け
の
変
化
が
な
い
の
が
特

徴
で
す
。
性
格
的
に
は
狭
量
で
心
配
雫
分

別
く
さ
く
て
社
会
畦
に
乏
し
い
女
生
に
多
い

様
で
す
。

原
因
と
し
て
次
の
三
つ
が
費
え
ら
れ

一
、
卵
巣
機
能
減
退

卵
巣
か
ら
分
泌
さ
れ
て
い
た
卵
胞
ホ
ル
モ

ン
が
低
下
し
た
た
め

二
、
自
律
抽
軽
虚
矢
田
宝

達
動
神
経
、
馨
神
経
は
人
間
の
意
志
に

従
う
神
経
で
す
が
、
人
間
の
意
志
と
は
関
係

な
く
ひ
と
り
で
に
人
体
の
機
能
を
調
節
し
て

生
命
を
守
っ
て
い
る
神
経
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
壱
自
律
神
経
と
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
が
不

調
和
と
な
っ
た
た
め

三
、
心
因
性
陣
容

更
年
期
婦
人
の
年
代
で
は

1
　
若
さ
、
美
し
さ
∴
話
力
の
衰
え
に
よ

る
あ
せ
り

2
　
孟
快
の
縞
掴
、
入
学
、
就
職
な
ど
の
な

や
み

3
　
霊
地
達
の
巣
立
ち
に
よ
る
脱
力
感

4
　
夫
の
退
・
離
職
に
よ
る
経
済
的
不
安

5
　
嫁
姑
の
ト
ラ
ブ
ル

6
　
性
器
の
退
縞
に
よ
る
木
安

1
　
子
宮
が
ん
な
ど
成
人
病
へ
の
心
配
な
ど

が
原
因
で
前
述
の
症
状
を
引
き
お
こ
す

実
際
は
大
な
り
小
な
り
三
つ
の
原
因
が
関

連
し
て
互
に
原
因
と
な
り
、
結
果
と
な
り
入

り
乱
れ
て
症
状
を
強
く
し
て
い
る
よ
－
つ
で

す。
治
療
は
、
ま
ず
原
因
に
従
っ
て
ホ
ル
モ
ン

療
法
、
自
律
神
経
訓
練
語
法
、
精
神
安
定
剤

を
与
え
る
べ
き
で
す
が
、
こ
れ
で
退
治
す
る

の
は
少
く
、
前
述
の
原
因
に
よ
る
欲
求
不
満

を
解
決
し
、
生
き
る
喜
び
を
与
え
る
療
法
が

必
要
で
す
。



調の護質調整璽締着轟上

日匡 ��行　　革　　内　　容 �時　　間 �実施会場 �担当係名 �対象や終了時間など �詳　細 

／30 ） 6 �水 （ 火 �ポリオ生ワク申込み受付 � �＜申込先＞ 役場 保健衛生係 �保健衛生係 �生後3カ月－48カ月未満児 印鑑持参下さい。 �8ページ 

l i 7 �木 （ 水 �三田混合（2回目） 申　込　み　受付 � �＜申込先＞ 役掲 保健衛生係 �保健衛生係 �接種末完了幼児 �8ページ 

謹 ��野　犬　捕　獲　月　間 � �町　　　内 �保健衛生係 �犬による被害防止 �7ベ＿ジ 

4 �日 �軟式野球大会（2日目） �9：00－ �総合 通勤公園 グラウンド �体　育　係 �男子準々決勝から � 

⑤ �月 �春まつり �10：00 �遠賀 中学校 �社会教育係 �町内の子どもと親 �5ページ 
第4回子とも祭り �－15：00 �グラ ウンド ��各　種　団　体 

7 �水 �乳　　児　　相　　談 �9：30－10：30 �役場保健室 �保健衛生係 � �8ページ 

ポ　リ　オ　生　ワ　ク �13：30－－ �中央公民館 �保健衛生係 �生後3カ月－48カ月未満児 �8ページ 

8 �木 �三謹言毘合（2回目） �13：30・－ �中央公民館 �保健衛生係 �接睡末完了幼児 �8ページ 

9 �金 �読　書　講　座　（D � �中央公民館 �社会教育係 �琵書講座受誤生 � 
野　草　教　室　① � �中央公民館 �社会教育課 �野草教室受話生 �5ページ 

心配ごと相談、人権相談 � �公民館別館 �社会福祉 協議会 福祉係 �全町民 � 

老人クラブ会長会 �9：30－・i �老人憩の家 �福　祉　係 � � 

車 ��妊　　婦　　相　　談 � �役場保健室 �保健衛生係 �妊産婦、母子手帳交付 �8ページ 

14 �水 �乳　　児　　相　　談 �9：30－10：30 �役場保健室 �保健衛生係 � �8ページ 

民生児童委員会 � �役場第二 会議室 �福　祉　係 �民生児童委貝 � 

布巳∴∴ふ三一

み
ん
な
が
め
い
わ
く
し
て
い
ま
す

－
　
駅
前
の
放
電
自
転
車
　
－

今
遠
賀
川
駅
前
は
、
大
変
混
雑
し
て
い
ま
す
。
た
た
で
さ
え
あ
ま

り
広
く
な
い
み
ん
な
の
椙
所
に
、
あ
冷
た
が
置
い
た
ま
ま
の
自
転
車

が
肩
を
攫
っ
て
が
ん
げ
っ
で
い
る
か
ら
で
す
。

初
心
者
マ
ー
ク
の
新
一
年
生
や
お
年
寄
が
歩
週
か
ら
は
み
出
し
て
皐
の

餅
を
小
さ
く
き
っ
て
通
っ
て
い
る
の
を
一
め
を
た
は
知
っ
て
い
ま
す
か
。

自
分
た
け
は
の
一
台
を
）
　
み
ん
な
が
お
け
ば
　
と
お
せ
ん
ぽ

⑥
通
れ
ま
せ
ん
⑥

総
合
運
動
公
園
入
口
の
橋
が
、
架
け
挨
え
工
事
の
た
め
、
四
月
二

十
一
日
か
ら
五
月
二
十
五
日
ま
で
の
約
一
カ
月
通
行
止
に
在
り
ま
す
。

ま
た
、
現
在
あ
る
駐
車
場
と
中
央
道
路
も
工
事
の
た
め
通
行
止
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

各
施
設
を
ご
利
用
の
方
は
迂
回
玲
（
図
中
的
N
部
分
）
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。


